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「
国
際
平
和
と
友
好
を
追
悼
碑
建
立
の
地
か

ら
発
信
す
る
た
め
に
」 

長
生
炭
鉱
水
没
事
故
犠
牲
者
追
悼
碑

建
立
委
員
会 

 
 

委
員
長 

 

小
川 

信 
  

長
生
炭
鉱
の
水
没
事
故
犠
牲
者
追
悼
碑
建
設
の
た

め
、
多
大
な
ご
協
力
、
ご
支
援
を
下
さ
っ
て
お
ら
れ

る
「
長
生
炭
鉱
の
“
水
非
常
”
を
歴
史
に
刻
む
会
」

の
会
員
の
皆
様
、
そ
し
て
追
悼
碑
建
設
に
ご
賛
同
い

た
だ
い
た
多
く
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

ご
承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
来
年
（
二
〇
一

二
年
）
は
水
没
事
故
か
ら
数
え
て
七
〇
周
年
に
な
り

ま
す
。
節
目
と
な
る
こ
の
年
に
追
悼
碑
建
設
を
具
体

化
し
、
実
現
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
目
下
そ
の
た

め
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

そ
の
た
め
に
は
「
刻
む
会
」
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ

ん
方
を
は
じ
め
、
こ
の
建
設
に
ご
賛
同
、
ご
支
援
下

さ
っ
て
い
る
方
々
に
今
一
度
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
計
画
し
て
い
ま
す
追
悼
碑

の
建
設
費
・
碑
の
管
理
等
を
含
め
て
、
二
千
万
円
を

目
標
に
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
ま
だ
ま
だ
そ
の
額
に
は
達
し
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。 

「
限
ら
れ
た
期
間
」
の
中
で
の
取
り
組
み
に
な
り
ま

す
が
、
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
ご
協
力
と
こ
の
事
業
に

賛
同
し
協
力
し
て
こ
ら
れ
た
方
々
へ
さ
ら
な
る
拡
大

の
た
め
の
ご
尽
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

例
え
ば
、
二
千
人
の
方
が
お
一
人
一
万
円
ご
協
力
い

た
だ
け
れ
ば
二
千
万
円
に
な
り
ま
す
。 

 

「
長
生
炭
鉱
“
水
非
常
”
を
歴
史
に
刻
む
会
」
の

永
年
の
目
的
を
実
現
し
、
国
際
平
和
と
友
好
を
こ
の

追
悼
碑
の
地
か
ら
発
信
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
追
悼
碑
建
設
の
完
成
予
定
は
再
来
年
（
二

〇
一
三
年
）
を
考
え
て
い
ま
す
。 
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№４３  

2011．06．16 

刻
む
会 

た
よ
り 

加藤登紀子 
チャリティーコンサート 

～長生炭鉱水没事故犠牲者 
      追悼碑建立に向けて～ 

 

９月２５日（日）１５：３０開演 
宇部市 「渡辺翁記念会館」 

 
 ※加藤登紀子さんのビデオレターは、「刻む会」のホームページで見る

ことができます！ 



  

  

 東日本大災害以来、追悼碑建立

のカンパが集まらなくなって悲鳴

を上げています。 
来年２月の水非常７０周年を期

して、頑張ってきましたが、延長

せざるを得ない状況です。初志を

貫徹できるよう、お力を貸してく

ださい。  （澄田亀三郎・典枝） 
 

「私が長生炭坑に拘わる様になったのは」 

 私が長生炭坑の水没事故に拘わる様になったのは、一つには宇部地

方史研究会の会員になった事、もう一つは１９６０年代後半（昭和４

０年代前半）になって宇部市で女子高等学校の教員になったからです。 

 学校には夏休みの間に家庭訪問があり、生徒の家庭を一軒毎に訪ね

て歩いた時、たまたま生徒の家が石炭の採掘は止めていた長生炭坑の

社宅であった。家は炭坑の盛んな時のままで住んでいるが、その補修

もそこそこで元の二軒分を使って間に合わせていた。話を聴いて居る

内に、元労務係の人が東京に居ると言うので電話をかけてみた。しか

し、「何も言うことは無い」と拒否されてしまった。たまたま地元の者

の話しで、西光寺の住職（先々代の佐々木真爾さん）が１８３名の葬

儀に合わせて位牌を書いたということだったので、西光寺を訪ねた。

位牌は粗末な蜜柑の箱に入っていた。 

 私の家は東見初炭坑で大納屋をやっていた。飯場もやっていたので

人の出入りが多かった。鹿児島から夫婦で来ていた方がいた。その人

たちから「仕事を求めて友人が山口県に来ていたが、長生炭坑で水没

事故に見舞われて死んだ」と何度も聞かされた。 

東見初炭坑の門のすぐ外には、毎勘定日に、朝鮮人の伝統的な品物

などが売られていた。また小学校６年生の時は、長生炭坑の経営者の

一人だった方の息子が同級生に居たので、まだ行って見たこともなか

った長生炭坑の事が気になっていた。 

 長生炭坑で一番気になる事は、朝鮮人の八割近くが亡くなったのに、

その地に何も具体的な表示がなされていない事である。その為に必ず

犠牲になった方々全員の名前が刻まれる事が必要である。 

一日も早く犠牲者追悼碑が建立できることを切望する。 

 長生炭鉱の“水非常”を歴史に刻む会  代表 山口武信 

追悼碑建立募

金、どうぞよろ

しくお願いしま

す。 
   （島敞史） 

「海の底の男達がほんとうに安らかに眠れるために」 
 ピーヤから「男たちの声」が聞こえます。 

私たち１８３人が海の底に置き去りにされた歴史の事実を後世

に残してほしい。全員の名前を刻んでほしい。戦争中の事故だと言

って曖昧にしないでほしい。―朝鮮人労働者が強制連行されたこ

と、日本は強制的に大韓帝国を植民地にし、朝鮮人をこの地で酷使

した歴史を正しく残してほしい。１３７人の朝鮮人の遺骨・遺品を

朝鮮半島の土に返してほしい。日本人労働者は沖縄出身や貧しい農

漁村からの次男・三男が多かった事を記録してほしいー。こうした

声は、「床波の海」が静かな時も、小雪が舞う時も、台風で荒れる

時も、夏の落日の時も、二本のピーヤから交互に聞こえてきます。

韓国の遺族の来宇時には、「この声」はさらに大きくなってきます。 
 「刻む会」、韓国の「遺族会」の交流は２０年近くなりました。

まだ目標の金額には距離がありますが、刻む会会員の皆様、建立委

員会の皆様、賛同者の皆様、追悼式に参加された皆様、さまざまな

情報紙で長生炭鉱水没事故の事をご覧になった皆様、どうぞ、追悼

碑建立に一層のご支援・ご協力をお願いいたします。 
      （副代表 内岡 貞雄） 

来年 70 年になる長生炭鉱水没事故は、犠牲者

・遺族の方々だけでなく、韓国の皆さんや、また

私たちの心の中で片付かずに、大きな傷として今

も過ぎ去らずに生々しい記憶として受け継がれて

います。 

この現在も生きている過去の出来事を後ろ向き

に振り返るのではなく、明日の日韓村をつくるた

めに、この祖父から受け継いだ負の遺産を、心を

深く耕し、垣根を越えて謝罪し、追悼することに

よって、宿題をすませ、明日の日韓村の開拓を願

い犠牲者追悼碑を建てることにいたしました。皆

さんの理解と共感を得た追悼碑建立のための基金

集めをしています。 

また、加藤登紀子さんのご協力をいただいて、
９月 25 日（日）に加藤登紀子チャリティーコン

サート(指定席 6000 円、自由席 5000 円)を開きま

す。あなたの気持ちを寄せていただきますようお

願いいたします。 

（藤井和義） 
 

ご遺族を長い間待

たせすぎましたので、

一日も早い追悼碑建

立のため、全力でがん

ばります。 
（井上洋子） 

ひとりひとりのカン

パは少額でも全国各地

の理解ある人たちと繋

がりながら目標額を達

成したいと思っていま

す協力をお願いします。 
（木村道江） 

本来なら、はるか昔

に｢政治の責任｣で建立

しなければならなかっ

た追悼碑！ 
一人一人の市民の力

で｢政治｣を動かしつつ

、がんばりましょう！ 
あなたのお力をかして

ください！！ 
（佐々木明美） 

 

文字通り「闇に葬り去られた」長生炭鉱水没事故

から 70 年を迎えようとしています。何故、このよ

うな事故が起こったのか。そして何故に、この長き

にわたって放置されてきたのか。悲願の追悼碑建立

は、その真実を歴史に刻むためのものです。

どうぞ皆様、御協力をお願い致します。 
（事務局長 小畑太作） 

毎年ご遺族が亡くなられています。 
一人でも多くのご遺族の方に待ちに待った追

悼碑を見ていただけるよう、皆様のご協力をよ

ろしくお願いします。    （山内弘恵） 
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何があるかは来ての 

お楽しみ！ 

参加費は無料ですが、カン

パをお願いします！！ 

 

い  つ ： 7 月 3 ０ 日 ( 土 ) 午 前 １ ０ 時 ～ 午 後 １ 時 30 分  
ど こ で ： 宇 部 市 西 岐 波 ふ れ あ い セ ン タ ー  

内  容 ： ☆ 炭 鉱 に つ い て の お 話 （ ク イ ズ も あ る よ ！ ）  

☆紙芝居「アボジは海の底」 

☆韓国の文化を学ぼう！ 

～一緒に作って食べよう！おいしい韓国料理～ 

☆犠牲者のために海辺でお花を供えます 

二 つ の 支 柱 は 朝

鮮 人 犠 牲 者 と 日

本 人 犠 牲 者 の 碑

となります。その

二 本 に 平 和 の 虹

をかけ、未来につ

なげていきます。 

 

支柱の前に献

花台を設け、そ

の前に犠牲者

の名前を刻ん

でいきます。 

全体イメージは、ここが未来に向けた日韓の交流の場となるような公園形式を考えています。

正面にモニュメントをかたどります。モニュメントは海の中のピーヤをデザインしています。

地面は一人ひとりの思いを描いたエコブロックを敷き詰めます。 




